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図書館づくりを通じて醸成された
価値観やキャンパス整備

I n t ・ v v s.ω 

[黛稼]平成24年5月に明治大学和泉図

書館後(以下、和泉図書館)が開館し、運

用がスタートしました.令回、国S館づく

りに髭わった様々主主方々をお招きし、こ

こ利宗図書館にて対談形式で図書館づ

くりについてお話をお伺いします.

はじめに和泉国・館づくりに考えた

ことについて、各お立織での話をスター

卜してみたいと思います.

(.)明治大学では文学創立130周年の

記念事業のーっとして、老朽化した和泉

国・館の建設計画を着手しました.当初

は図書館の単強計画でしたが、正門近く

の立地積緩や動鍛アプローチの重要性

を調講する一方で、不淘ー毛主アスフアル

ト舗装仕上げや既移授舎との位置関係、
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うっそうとした倒木による視諦憧の悪

さや踏さに課題もあり、大学の京関口と

してキャンパス主体の計画と捉え、解決

竜王国りました.この図・館をきっかけに、

学生の皆さんの記憶に残り、誇札、キャ

ンパスの原思賓と怠る施設が完成した

と患っています.

[街J5]今回、学内には建設要員会が組織

され、図書館聴員もその穆務局として携

わることができました.築50年が経過

し老朽化した上、掌生の教育荒撮機能が

時代の二一ズに合わ毛主く怒ってきたこ

とから、新図書館では、グループ挙習機

飽やリテラシ一教育をより充実さtさた

滞在型図.館を目指し、コンセプトを立

案しました.

[山偏]整備計画はプロポーザル方式で選

定後、打合せを霊拍ていくφ、当初の条

件と大幅に変更することに怒りました.

当初の条件では旧国・館の一部を猿し

新図書館を建てる計画で、図書館の位置

が限定されていましたが、キャンパス主

体の愚終形を視野に入れた I一括整備J

手法が大学側より提示されたことから、

E門からのアブローチや既寄綬曾との

適正な鱗糠間隔、キャンパス全体のうン

ドスケープを考慮した図書館の配置計

画が司能と毛よりました.

[国Iþ)段階建備奄一括で建笛えるとい

う計画条件の変患は、太挙制にとって太

さな決断だったと患います.その結果、

既寄図書館の代管施設として、工事期間

@はプレハブでの国書館の運用が必棄

と毛よりました.

[折J5)代替施設での図書館サービスに

ついては、掌生への不便が無いように、

国・館内部で協議を童相、無事運用奄行

うことカfできました.

(.)私たち施霞裂はよりよい施設を整

備すると同時に、コストマネジメントを

行います.移転・解体e建設といったトー

タルでコストを管理しなくては怒りま

せん.但し、代嘗施設であっても挙主へ

の図書館サービスのレベルを落とした

くはな力、った.

[折戸]図竃館でもお金を鈴けずにサー

ビスを提供することをテーマに協議し

ました.例えば、段ボール箱を活用した

書架を思いつきJ段積みに記架しました.

色々と工夫した結果、新しいアイディア

が決々と生れてきました(笑).

[山崎]段ボール箱の面倒について、何段

積めるか設計打合ぜで議題と怒りまし

た(笑).

(**]図書館サービスの運営置はどう

でしたか?

[鋳戸]基本コン色ブトとして、 I人と人・

人と情報を結13\-架け縫(リ工ゾン)"Jlを

婦げました.和泉キャンパスの特性とし

ては1.2年生が多く、教鍍諜程奄挙びま

すので、入学後聞も毛主い学生にとって、

図書館の毅居が高くなってしまっては

いけまぜん.気軽に入れて、みん毛主で利

用してほしいと患っています.こういっ

たφで、国・館サービスとして、初年次

教育の必要住を強く感じていましたし、

そこに力を入れています.

(*:1依]初年次教宵とはどんなものでし

ょう力、

[訴J5J大挙入挙直後の掌生に対して行

う導入教宵ですが、例えば、レポート修

成の方議や文融の採し方・集めJ5を身に

付けるための教膏怒とですね.これは、

どんな授業でも必要となるもので、授業

の一環として図書館組員カ喰えています.

また、若手生同士が討論したり、資料作成

を行えるグループ掌習の湯も充実させ、

導入教育の支績をしています.グローパ

ル芯コミュニケーションが要求されるφ、

討議できる煽が図・館にあります.一方

で、従来からの傍寂憧を保つ場所も必要

です.静寂と賑わい、乙の2つの要素を取

り入れながら、どう区切っていくかがポ

イントだったと感じています.

[国Iþ)それぞれカ智価する空間とは伺か、

具体的なイメージの共有化が重要でした.

そのために、図書館担当者と施設課担当

者、設計奮の3者で多くの図魯館を見学し、

ゾ一二ンク、空間をはじめ家異や照明等

のインテリア、9i-装・内装の繁符に至る

まで細部にわたって、関係者で議論を重

ねたことで、この図面館の克向性を見出

すことができました.

[冨〕確かに、コン色プトを掲げながらそ

れ奄完成させるまでのブロ包スでは40

以上の大学・公共施設の見学が非常に診

警になりました.その申で本挙に合った

図書館t訟を創りあげていき4ました.~た、

施設だけではなく、キャンパスの雰圃気

についても見学する視点を置いたこと

共同関東.. ヒコミ:J.:TーションラウンY2M

も良かったと患います(笑入

[鋳戸〕令までg・館のゾ一二ンクや家

異だけを見ていましたが、外壁について

も聞のを持ったことは面白tJったです拍.

施設外観の重要性も調講が高まりました.

特に印象に襲ったことは、キャンパスの

φでの図書館の也置です.学生たちが日

常的に通る動織に配置しなければなら

怠いと強く感じました.

〔竃]見掌やヒアリングにより得た情報

をレポートにまとめ、その図・館のI良

い部分H惑い部分J について分析し、み

ん訟でその認誌を共有化することが出

来ました.結集的にはその分析と認識の

共有化がその後の設計作業を進める上

で非織に役立ちました.

[山崎]一般的に入ってみたく怠るとか、

IC\惣良いとカ\言葉だけでは捉えにくい

所もあります.見学や協議を通じた共通

露識のお憾で、建屋をガラス張りにする

-r見えるJ-r輿昧の喰起jといったハ

ードウエアについての具体的怠提案が

行い易く怒りました.

また図書館とは単に本を借りにくる

だけではないf滞在型jだったり、クルー

プの様々拡活動ができるfうーニンク・

コモンズjといったものの具現イちに漕手

していきました.特に大挙制からの要望

で、「琶のソーニンクの設定jカ噌案でし

た.建吉性のあるザツシやガラスの反包

等の建築費抑の選定に細部にまで考慮

。
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しました.フロア毎に、又奥に向かう毎

にだんだれ広クラデーションし主主がらf静

けさ力明暗的に変化する空間ゾ一二ンクj

を実現しました.

[竃]機能を重視する図書館鴎員とデザ

インを加味する設計事務所のバランス

を取りながら、調整していくのは苦労し

ました担(笑).fiìáの良い園書館といわ

れるところはfアクティブ・ラ一二ングI

をキ 7 ドとして様々主主試行錯誤が

行われています.本施設の計画において

もその部分の語論が重要でした.

[回申]関係者の申で共有化していった

空間ゾ一二ンクは、下層階では、空流空

聞をCþID\に力ジコアルさを感じさせ、よ

層階へ行くと落ち着きと個人の集申度

のアップにつなげるよう芯計画でした.

設計釦では、 l'2F(ま刀ラス彊りの透明感、

3Fはルパを置け、4Fは外部の緑の

環境に親しみ毛広がら集中度を深めるオ

ンと~フの変他を意識しました.

[冒]そのφで、課題となってきたのが、

床面積に却し、膨太な蘭寄叡でした.そ

こで貝学先の事倒からヒントを得て、集

密密架を積層に出来ないかという要望

を設計者に依頼し、検討がはじまりました.

その積圃集密.架の占める面積が大き

かったため、どこにプランニングしたら

よいか‘置計者にも色々と検討してもら

いました(笑).

[山崎]積層集密書庫d浬間性やデザイン

性を考えると、当初lまポジティブ怠空圏

構成要素とは壱えていませんでしたが、

これだけの置の本が置か札るスペース

は他に芯いため、前面を吹振にすること

でその圧団的な本の力を量も端的に表

現できる場所に主主るので(;j:tct

いかと考えました.

[回申]映さ掻けに画した6層

分の積層集密書庫のショーケ

ース化l乱縞麗主主表装の大型本.

圧倒的1;j:本のボリュームにより、

掌生へ知器への興味と欲求を

高める『本の持つ刀」を引き出

しています.また、使われ方に

よって空流活動の場としても

擦がっていきます.その倒と

して先日、写真部がギャラリ

ーとして活用していました.

[揖15];:::の積層集密書庫(;j:開

架の扱いで‘配架されている

工リアには学生が自ら入って

いけるのです.直接、本を手に

取り、ブラウジングをし広がら、

判断することを重視しています.ですの

で近年、導入力者坦えている自動・庫計画

は一切考えませんでした.やはり利用者

への使い勝手を優先させたことが良か

ったと思います.

[置]集画書庫は一般的には閉架書庫で

すが、図.館の方針や、見学に行ってみ

ん芯で書諭したことから生まれた、新国

.館への思いを踏まえ、開架.架として

￠精層集密書庫を実現できたと思います.

[家事]その他、ゾーンごとの空間住や音

への配慮についてお聞か吐ください.

[回申]これまでの6人益事けの閲覧テーブ

ル1止2 ・ 3人が利用する度に 1 つの椅吾

が荷物置場に拡り知率が悪くなってい

ました.舎園、プライバシーを考慮した、

使いたく主よるキャレルができ芯い力、と様々

な工夫をしました.

[山崎]利用者の視点在重視し、書架や家

具や閲覧席など細かい配慮を行いました.

閲覧席の置立の高さや透明置までも、利

用者の気分や雰囲気で場所を遺ぺ、個人

の占奇度t:!選択できるようにしました.

また書架配置を斜めにしたことが大き

な特徴です.結果的に、利用者に本が近く、

q分の積膚集. . .  

本が見えやすい計画と芯りました.

[冒]敷地形状から生まれたひし形プラ

ンでしたが、そのグリッドの考え方を書

架配置に至るまで貫いた設計蓄の斜め

ハゆとだわりは強かったですね.

[山崎]平面形から主まれた斜めクIJッド

を構造計画やディティールにまさ展開

しました.書架や家具の形状、サッシュ

の方建や石割までも斜めクリツドとして、

計画全体を整合させていきました.その

ゆで運用面において、本当にこれで問題

が毛よいのか協議在重ねました.

[折戸]確かに、最初はひし形の建築プラ

ンの申で構造や曾架配置は直行グリッ

ドでしたね(実).書架を斜めに配置する

ことfël:，園内空調べてみましたが、あま

り事例が芯く珍しいことでした.そこで

事倒となる図.館に、.梨配置の使い勝

手について、利用者の声、管理者の声を

確語しました.

[山信]確かに.通路から見た時に、本が目

立ちます拍.

[編戸]他大学の見学者からも、 f本t:!見

えるjという評判をいただき、あらため

で本の刀を実感した次第です.

[木本]さて、次のテ マとしては図書館 います.

づくりでの苦労点についてお話をお伺 [軒戸]量計音からの説明だけでは理解

いします.課題や3奮のコンフリクトに でき主主いとごろは、告建材やインテリア

ついてはどのよう芯宅約力窃りました力、? などのモックアップの現物を見ながら

[回申]やはり一番の苦労点としては、冨 確鼠できた乙とは良かったです拍.図書

頭でも話した整備手話の変更という大 館醐員のIまlま全員がなにかしらのモッ

挙側の大きな判断がポイントだと思い クアップを見学しています.百聞は一見

ます. にしかすと言われますが、説明+体感し

[冒]そのことは、我々施設課及び図.館 て詔請を高めたことが非常に有意義で

の担当者が掌内を調聾するのに太変で した.

した.

[揖戸]お陰様で蔵書計画や色工リアの [木寧]量後に主主りますが、図書館を通じ

配置が要望通り叶って本当に聞かりま た期待についてお琶をお伺います.

した.との他、図書館にとって照明や音 [山崎]図富館の魅力を引き出し、魅力的

の対策!誌、閲覧や学習環境において非常 であり続けるためには、学生の方たちに

に重要怠課題きした. 利用し続けていただくことが一醤です.

[山崎]設計期聞が十分に取れたので、相 学生の利用を促すような様々拡企画に

遣も協議できました.高速道路が隣穫す 対して、建築計画や空間デザインが粟鞍

るという立地でしたが、遮音対策につい に対応でさることを期待しています.ま

ても色々と検証することができました. たキャンパス全体の外部空間も令回整

[回申]琶については外から.中から、学 備した部分からキャンパス主体へと展

生の声やフローリンクの音容ど色々な 聞してほしいと期待しています.

辰留を検討しましたね.また光について [因。]乙の計画の当初、大学側から質問

も斜光や柔らかい光なども考慮し、実際 がありました. r図書館におけるデジタ

にモツクアップさ辰信音や照置などを ルイ巴の進展君、本の寄在!ま蛮わっていく

再現することができました. のか?Jと.私たちは、図書館における本

[冒]閲覧空間の照度や光lW績について の役割があると考えていました.それは、

も語論を重ねました.和泉図書面の書架、 本のにおいを感じ、本に固まれることで、

閲覧空間には天井に照明がありません. 知富田欲を刺激するということ、その「本

見学先の図書館をヒントにし、間接うi6を の力」を量太隈に引き出し学生に刺激を

とりいれ主主がら光頭を直接見せない計 与える、セレンディピテイ難の高い空間

画にごだわりました.特に3Fのルーパ づくりを目指しました.本に近い閲覧席、

ーからの間接光による閲覧空間は読書 本が自に入る書架配置、そして、吹き掠

に量適毛主環宣言とすることが官きたと思 けに面した積圃集密.架などです.さら

誕包レンディピティ(se聞ndvlty):伺Iか老探しているときに、保しているものとはllUの価値あるものを見つける偉力・才簡

に、ラ ニンクコモンズや交流空聞を併

せ持った、新しい大学園.館のブロトタ

イブbできたと思います.

[冒]我々はキャンパス監備の中で学生

の学びの揚や活動の揚をつくったり整

偏したりしています.今回の図書館建設

はその一つですが、その中でこれからの

挙生がどのように施設を利用していく

のか、挙生自身が建物の使い方を自由に

者えアレンジして利用していってもら

えたらと思います.そういうことがおそ

らくいつまでも掌生に重され続ける因

書館に怠ると思います.

[街戸]今回の整備計画の狙いの一つに‘

学生の利用だけではなく、これから明治

大学を目指す畳鹸生への閉山も期待し

ています.合、和泉図書館では充分な掌

習環境や活動環境が董備されました.施

設に負け芯いよう怠、利用者サ ピλを

継続的に、力、つ時代の流れと共に新しい

サーピλの革大や発展につ主主げていき

たいと思います.

[木寧]本日は貴重怠お時聞をいただき

まして、ありがとう己ざいました.
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